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　４月 16 日に投開票される宝塚市長選挙にあたり、北阪神支部として、市民のいのちと健康、

暮らしを守る市政の継続を目指すため、中川ともこ氏を支持・推薦することが３月２日の支

部幹事会で確認されました。

　保険医協会では党派選挙で特定政党を支持することはありませんが、自治体首長選挙で政

策がわれわれ開業医師・歯科医師の要求と一致する場合には、民主的討議を通じ、支持を明

らかにしてきました。

　2009 年４月、前市長が収賄容疑で逮捕され辞職したことに伴う市長選挙で初当選して以

降、中川氏は汚職防止と市民の目に見える市政に取り組み、市長の給与削減や公共事業の見

直しで地方債残高を 7 年間で 89 億円削減と財政を大きく改善させました。

　中学校卒業までの子どもの医療費無料化実現や、宝塚市立病院の医師数を 1.5 倍に、診療

科の増加や救急車の受入れ数の倍化へと改善させるほか、国保の資格証明書発行はゼロ、認

可保育所の整備と定員拡大など医療・社会保障の面でもいのちと暮らしを守る政策が引続き

すすめられています。

　また、阪神大震災の多くの被災者が移り住んだ「借り上げ復興住宅」が 20 年の入居期限

を迎える問題でも、宝塚市はいち早くすべての希望世帯で入居期限の延長を認めるなど、市

民が安心して暮らせる宝塚市をめざし奮闘しています。

　北阪神支部は、中川ともこ氏に３期目においてもさらなる医療・社会保障の充実を目指し

た政策の実現を期待します。

　支部会員の先生におかれましては、是非ご支援賜りますようお願い申し上げます。

いのちと暮らしを守る
　　　　　市政の継続を
～中川ともこさんを推薦します～

宝塚市長選挙

北阪神支部長　中井　通治

　－県政学習会のご案内－ 

地区　　　　　　　　            

お名前                          医療機関名                                      

兵庫県保険医協会北阪神支部

　（　　）人出席します　

【 ＦＡＸ返信 】 078-393-1802( 切り取らずに返信ください )

■北阪神支部・県政学習会に

兵庫県政の課題と展望

４月６日 (木 )15:30 ～ 16:30

津川 知久 氏 （憲法が輝く兵庫県政をつくる会 代表幹事）講　師

日　時

会　場　　伊丹市産業情報センター会議室 4 階 研修室Ｂ
　　　　　　（伊丹市宮ノ前２丁目２−２　伊丹商工プラザ内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：072-773-5007)

お問い合わせは、北阪神支部担当事務局
（℡ 078-393-1817）有本・横山・小川まで

　兵庫県は、65 ～ 69 歳の患者の自己負担のうち一

部を助成する「老人医療費助成事業（マル老）」を

廃止し、新制度に切替えようとしています。「低所

得者２」の区分に「要介護２以上」と要件を追加し

対象者の絞り込みを狙うものです。マル老該当者は

かつて 20 万人以上いましたが、所得制限の強化で

昨年には 2 万人まで減らされました。今回の改悪案

では対象者が数百人程度になると言われています。

　7 月の知事選挙を前に、県民の生活や健康を守る

ため知事がすべきこととは何かを考える学習会を開

催します。協会も参加する「憲法が輝く兵庫県政を

つくる会」代表幹事であり、県知事選挙への立候補

を表明している津川知久氏を講師に招き、あるべき

兵庫県政の姿などについてお話しいただきます。

～知事に求められる役割とは～
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会員投稿

　保険医協会は県下で 7,300 人以上の医師・歯科医師が入会し、開業医が安心し

て診療に打ち込めるよう支えあう、開業医自身がつくる団体です。保険請求対策、

審査指導対策、新規開業医研究会、医院経営研究会、歯科定例研究会等など開業

医師・歯科医師の診療、経営、生活を全面的にサポートします。

　協会では、ケガや病気での休業に備える「休業保障制度」、自在性が高く資産形

成におすすめの「保険医年金」、医院で勤務されるご家族やスタッフも利用可能の

「積立年金デフエル」と、保険医の診療と生活を支える共済

制度をそろえております。これらは 4月より募集が始まりま

すので、この機会にぜひご検討ください。

　共済制度は県下で 1,500 人を超える勤務医の先生方にもご

利用いただいております。ご家族やお知り合いの先生で、ま

だ協会未入会の先生がいらっしゃいましたら、紹介状などの

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

お問い合わせ等は、組織部（℡ 078-393-1817）まで

ご家族 ・お知り合いの先生を
ご紹介ください

◆北阪神支部の会員数と組織率
　３/1 現在　医科 330 人（72％）、歯科 187 人（56％）

◆情勢と医療運動対策
　① 7月 2日投開票の県知事選挙に向けた学習会の検討・準備、② 4月 16日投

開票の宝塚市長選挙にて、現職の中川ともこ氏の支持・推薦を決定、③接遇研修会

(5/20)、医療安全管理研修会（7月）などについて意見交換した。

◆当面の支部活動
４月 6 日　県政学習会　15 時 30 分～　於・伊丹市産業情報センター（詳細は４面）
5 月 20 日　接遇研修会「接遇の基本とクレーム対応（仮）」　15 時～　
　　　　　  於・大阪研修センター伊丹　大会議室
◆次回幹事会
４月 6 日（木）14 時 30 分～　於・伊丹市産業情報センター
５月 11 日（木）18 時～　会場未定

　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1817 有本・横山・小川まで

幹事会だより

第 355 回　３月２日 ( 木 ) 宝塚商工会議所特別会議室 B　参加５人

通話料無料　（0120）979-451

健康情報テレホンサービス

月曜日　親と子の性教育

火曜日　中高年のうつ病と自殺

水曜日　肩こりと枕　

木曜日　ＥＤ （勃起不全） 治療薬の注意点

金土日　蕁麻疹

月曜日　増加する卵巣癌

火曜日　介護保険の一部負担について�

水曜日　パーキンソン病��

木曜日　耳鳴りでお悩みの方へ

金土日　心身症���

（3日 （水） ～ 7日 （日） は火曜日のテーマを放送）

< ５月のテーマ >< ４月のテーマ >

　宝塚市は、2015 年 8 月、ＷＨＯ（世界保健機関）からエイ

ジフレンドリーシティ・グローバルネットワークのメンバーと

して承認され、このほど、「お互いさまがあふれるまち　宝塚」

を基本理念とする「エイジフレンドリーシティ宝塚行動計画」

を策定しましたのでご紹介します。

　エイジフレンドリーシティとは、ＷＨＯが提唱した取り組み

であり、

　①都市のハードやシステムを高齢化に対応させる

　②高齢者が社会に参加し社会を支える側にまわる

　この２つの観点から、高齢者にやさしいまちづくりを推進し

ようとするものです。

　計画がめざすものは、「お互いさまがあふれるまちづくり」です。単に「助ける人」と「助

けられる人」という関係ではなく、誰もが自分にできることを通じて、安心して住み続ける

ことのできる地域づくりや互いに支え合うまちを育みたいとの考えからです。

　大阪や神戸のベッドタウンとして発展した宝塚市は、昭和 40 年代に人口急増期を経験し、

住宅の多くが山手に立地していますが、開発されたニュータウンは時とともに高齢化し、人

口減少、交通の問題、買い物の問題などを抱えています。これらの課題に対応するため「す

べての市民が高齢になってもいきいきと暮らすことができる都市は、誰にでもやさしい都市

である」と考え、市はエイジフレンドリーシティの実現を目指しています。

宝塚市・良元診療所　脇野　耕一 

エイジフレンドリーシティ宝塚

エイジフレンドリーシティ宝塚 ロゴ

4 月より組織拡大月間が始まります！


